
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
床下、天井、側壁に配線された鉄道車両の配線システムにおいて、

鉄道車両の配線システム。
【請求項２】
上記主中継器の一つのコネクタ５１ａと他の複数のコネクタ５２ａ，５３ａ，５４ａとを
多心ケーブル５１から分岐した複数の分岐多心ケーブル５２，５３，５４でそれぞれ接続
した請求項１の鉄道車両の配線システム。
【請求項３】
上記主中継器２１，２２，２３を密閉型中継箱にし、この中継箱にコネクタを設けた請求
項１乃至請求項２の鉄道車両の配線システム。
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複数本の配線ハーネスを一纏まりの主多心ケーブル２４にした配線区間に主中継器２１，
２２，２３を介在させ、
上記主中継器２１，２２，２３は、幹多心ケーブル２５ａとこの幹多心ケーブル２５ａか
ら分岐させた枝分岐多心ケーブル２５ｂとからなる多心分岐ケーブル２５を有するもので
あり、
上記主多心ケーブル２４に、多心分岐ケーブル２５の幹多心ケーブル２５ａを主中継器２
１，２２，２３の多心線コネクタ２５ｃを介して接続し、
上記多心分岐ケーブル２５の枝分岐多心ケーブル２５ｂのコネクタ２５ｄに、機器３０ａ
，３０ｂ，３０ｃ，３０ｄのサブ中継器３１ａ，３１ｂ，３１ｃ，３１ｄに接続されたサ
ブ多心ケーブル２６，２７を接続した



【請求項４】
上記主中継器２１，２２，２３を開放型中継箱又は中継板にした請求項１乃至請求項３の
鉄道車両の配線システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、床下、天井、側壁に配線された鉄道車両の配線システムに関するものであり
、鉄道車両の配線を可及的にユニット化することで、配線作業における配線ハーネスの加
工、及びその配線作業を簡単、容易にして、配線作業のコストを低減することができるも
のである。
【０００２】
【従来技術】
鉄道車両には、その長手方向に長い配線ハーネス（被覆線）を無数に配線して配線システ
ム（配線ハーネス、中継器、分岐盤等による、鉄道車両の給電、制御信号伝送、検知信号
伝送などのための配線システム）が構成されているが、その多数の配線ハーネスは、予め
、所定の長さに一本づつ切断されてその両端に所定のコネクタを接続し、これら多数の配
線ハーネスを行き先別に束ね、保護が必要な箇所を配管、ゴムチューブなどで被覆し、こ
の配線ハーネスの束を束毎に車両床、屋根などに適宜の固定金具で所定の間隔で固定して
いる。
また、例えば図１に示すように、例えばモータ制御器、静止電源装置、ブレーキ制御機器
、ドア開閉制御器などの各種機器１ａ、１ｂ・・・・、端子台２間を中継なしで多数の配
線ハーネスで配線しているため、一つの機器に方々の方向に位置する機器からの配線ハー
ネス３ａ、３ｂ、３ｃ・・・・がタコ足配線状に接続されることになる。このために、機
器単位で一つのハーネスとして纏めることができず、配線ハーネスが混雑する場合が少な
くない。
また、予め機器単位で一つの配線ハーネスとして纏めることができないので、現場でコネ
クタに追加結線している。
以上のような従来の鉄道車両の配線システムにおいては、配線のための予備作業に多くの
手数を要し、車両本体への敷設、個々の配線ハーネスの機器への接続作業に多くの手数と
時間を要する。このため配線作業コストが嵩んでいる。
【０００３】
【解決しようとする課題】
この発明は、上記の従来技術の問題を解消することを目的とし、鉄道車両の配線ハーネス
を配線するための予備作業を簡略にし、車両本体への敷設、個々の機器への接続作業を簡
単、容易にするために、配線ハーネスを可及的にユニット化できるように、配線システム
の構成を工夫することをその課題とするものである。
【０００４】
【課題解決のために講じた手段】
上記課題解決のために講じた手段は、鉄道車両の床下、天井、側壁に配線された鉄道車両
の配線システムを前提にして、次の要件（イ）乃至（ニ）によって構成されるものである
。
（イ）複数本の配線ハーネスを一纏まりの主多心ケーブル２４にした配線区間に主中継器
２１，２２，２３を介在させるものであること、
（ロ）上記主中継器２１，２２，２３は、幹多心ケーブル２５ａとこの幹多心ケーブル２
５ａから分岐させた枝分岐多心ケーブル２５ｂとからなる多心分岐ケーブル２５を有する
ものであること、
（ハ）上記主多心ケーブル２４に、多心分岐ケーブル２５の幹多心ケーブル２５ａを主中
継器２１，２２，２３の多心線コネクタ２５ｃを介して接続したものであること、
（ニ）上記多心分岐ケーブル２５の枝分岐多心ケーブル２５ｂのコネクタ２５ｄに、機器
３０ａ，３０ｂ，３０ｃ，３０ｄのサブ中継器３１ａ，３１ｂ，３１ｃ，３１ｄに接続さ
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れたサブ多心ケーブル２６，２７を接続したことである。
【０００５】
【作用】
個々の機器と中継器との間を多数の配線ハーネスで接続する作業は、現場作業であるが、
機器と中継器間の配線ハーネスは短いから取扱いは簡単であり、また、中継器と近傍の機
器間の接続作業であるからこの配線作業は簡単、容易である。
そして、上記の比較的短い配線ハーネスについての切断、コネクタの接続などの予備作業
は、長い配線ハーネスについての予備作業に比して極めて簡単、容易である。
また、複数本の配線ハーネスを一纏まりの主多心ケーブルにした配線区間に、いくつかの
主中継器を介在させ、その主多心ケーブルにした個々の心線のコネクタを主中継器のコネ
クタに接続することで、主中継器の幹多心ケーブルが多数の心線で互いに接続される。こ
れによって、遠方の機器が幹多心ケーブル枝分岐多心ケーブル、サブ多心ケーブル、サブ
主中継器、短い個々の配線ハーネスを介して接続される。上記それぞれの多心ケーブルの
全ての心線の長さは等しいから、それぞれの多心ケーブルを所定の長さで切断し、その両
端にコネクタを接続することで、配線用の主多心ケーブルを容易に準備することができる
。
配線作業では、所定の位置に所定の中継器を取付け、個々の中継器を所定の多心ケーブル
で接続し、中継器と各機器とを所要の配線ハーネスで接続する。
これによって、各機器が上記個々の配線ハーネスと中継器、多心ケーブルとによって互い
に接続されることになる。
多心ケーブルを所定間隔で車体に固定するのは簡単、容易であるから、配線作業は簡略に
行われる。
また、上記主中継器の幹多心ケーブルから分岐する枝分岐多心ケーブルからサブ多心ケー
ブルに分岐されるから、主中継器とサブ中継器をサブ多心ケーブルで接続し、サブ中継器
と種々の機器を個々の配線ハーネスで接続することができる。
これによって長い多心ケーブルの心線数を少なくすることができるから、多心ケーブルを
小径化、軽量化するとともに、その敷設作業を容易にすることができる。
また、上記幹多心ケーブルが枝分岐多心ケーブルを介して多数のサブ多心ケーブルに分岐
されているから、個々のサブ多心ケーブルの先端をそれぞれに対応するサブ中継器に接続
することで、一つの主中継器と多数のサブ中継器とをそれぞれ一つのサブ多心ケーブルで
接続することができるから、必要な多心ケーブル数を少なくすることができる。したがっ
て、多心ケーブルの敷設作業をより簡略にすることができる。
【０００６】
【実施態様１】
実施態様１は、上記主中継器の一つのコネクタと他の複数のコネクタとを多心ケーブルか
ら分岐した複数の分岐多心ケーブルでそれぞれ接続したことである。
【作用】
多心ケーブルの心線を中継器の上記一つのコネクタに接続し、上記他の複数のコネクタに
個々の配線ハーネスを接続することで、多心ケーブルの心線を中継器で複数に分岐できる
。したがって、多心ケーブルの心線数を少なくすることができるから、上記多心ケーブル
を小径化し、軽量化できるとともに、その敷設作業を簡単、容易にすることができる。
【０００７】
【実施態様２】
実施態様２は、上記主中継器を密閉型中継箱にし、この中継箱にコネクタを設けたことで
ある。
【作用】
多心ケーブルのコネクタ、個々の配線ハーネスなどのコネクタが密閉型中継器箱内に集約
して設けられ、これらのコネクタは中継箱によって防水されるので、配線のための防水機
構が簡略化される。
【０００８】
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【実施態様３】
実施態様３は、上記主中継器を開放型中継器箱又は中継板にしたことである。
【作用】
この実施態様は防水を要しない配線について適したものであり、主中継器の構造を簡単に
し、多心ケーブル、個々の配線ハーネスのコネクタの主中継器のコネクタへの接続、取外
し作業を容易にすることができる。
【０００９】
【実施例】
概念的に示した図２の実施例は、主中継器２１，２２，２３を車体に固定し、主中継器２
１、主中継器２２、主中継器２３を主多心ケーブル２４で接続している。主中継器２１，
２２，２３は、幹多心ケーブル２５ａと枝分岐多心ケーブル２５とで構成された多心分岐
ケーブル２５を有しているものである。この幹多心ケーブル２５ａの両端と枝分岐多心ケ
ーブル２５ｂの先端にはそれぞれ多心線コネクタ２５ｃ、２５ｄを設けている。
主多心ケーブル２４の非防水コネクタ２４ａを上記幹多心ケーブル２５ａの多心線コネク
タ２５ｃに接続し、サブ多心ケーブル２６，２７のコネクタ２６ａ、２６ａを枝分岐多心
ケーブル２５ｂの多心線コネクタ２５ｄに嵌め込むことで、主多心ケーブル２４、つまり
、幹多心ケーブル２５ａから分岐する枝分岐多心ケーブル２５ｂからサブ多心ケーブル２
６，２７に分岐され、サブ多心ケーブル２６，２７の多心線のコネクタを機器３０ａ、３
０ｂに設けられたサブ中継器３１ａ、３１ｂのコネクタ（図示省略）に接続されている。
この実施例においては、機器３０ａ、３０ｂのサブ中継器３１ａ、３１ｂの出力端子と機
器３０ａ、３０ｂとの間には個々の配線ハーネスはないので、機器３０ａ、３０ｂの配線
が上記出力端子にねじ止め、ハンダ付けなどで接続されている。
上記主中継器２２，２３は開閉可能な密閉箱型であり、中継箱本体２２ａと中継箱蓋体２
２ｂとの合わせ面にＣ形切り欠きがあり、このＣ形切り欠きの内面にＣ形パッキン２２ｃ
がそれぞれ装着されている。中継器本体２２ａの上記Ｃ形切り欠きに主多心ケーブル２４
，２４、サブ多心ケーブル２６，２７がそれぞれ嵌め込まれ、中継箱蓋体２２ｂが閉じら
れたとき、中継箱本体２２ａ、中継箱蓋体２２ｂの上記Ｃ形パッキン２２ｃ、２２ｃによ
って把持され、これによって上記主多心ケーブル２４，サブ多心ケーブル２６，２７の貫
通部がシールされる。
上記実施例の主中継器２２、２３は防水箱になっているので、上記主多心ケーブル２４の
一端に非防水コネクタ２４ａが設けられ、他端に防水コネクタ２４ｂが設けられている（
図５参照）。上記一端の非防水コネクタ２４ａが密閉箱型の主中継器２２の幹多心ケーブ
ル２５ａの端部に設けられた多心線コネクタ２５ｃに接続され、他端の防水コネクタ２４
ｂが主中継器２１のコネクタに接続されている。この実施例は、例えば、車両の走行停止
装置の制御、また、側引き戸の開閉操作、側引き戸の開閉検知センサ、非常スイッチなど
の、側引き戸関連の一連の配線に適用するのに適したものであり、また、機器３０ａをモ
ータ制御器、機器３０ｂを静止電源装置とし、機器３０ｃをブレーキ制御器および各種ブ
レーキセンサとし、さらに機器３０ｄを配電箱とするなど、系統の異なる複数の機器の配
線（配線ハーネス）を一纏めにした状態で適用することもできる。
【００１０】
図６に示す多心ケーブル５１は分岐型多心ケーブルであって、一端にコネクタ５１ａを設
けた多心ケーブル５１の他端が長さの異なる位置で３つに分岐された多心ケーブル５２，
５３，５４になっていて、これらの先端にそれぞれコネクタ５２ａ、５３ａ，５４ａが設
けられており、これらがそれぞれ異なるサブ中継器５５，５６，５７に接続されるもので
ある。このものは車両の客室照明器、空調装置、空調ファン等の、車掌室から制御され、
各車両の前後方向に一列に配置された機器用の配線等に適しているものである。
【００１１】
図７（ａ）に示すものは、中継器による分岐の一例であって、中継器６１に接続された多
心ケーブル６０の一本の心線を、中継器６１で二つに分岐した例である。この例において
は、中継器６１の多心線コネクタ６２の一つの接続端子に接続された配線６３を当該中継
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器内で二つの配線６３ａ、６３ｂにそれぞれ分岐してあって、これらの配線６３ａ、６３
ｂの他端にそれぞれコネクタ６４ａ、６４ｂがもうけられている。
そして、これらのコネクタ６４ａ、６４ｂにそれぞれ別の機器に接続された配線ハーネス
６５ａ、６５ｂのコネクタ６５ｃが接続せれている。
このような構造の中継器は分岐盤として機能することもできる。
【００１２】
図７（ｂ）、（ｃ）の例は、中継器内での分岐の他の例、すなわち、４つに分岐する例、
多数に分岐する例である。
【００１３】
【発明の効果】
以上述べたとおり、この発明は、鉄道車両における配線ハーネスをできるだけ多くの配線
ハーネスを纏めて一つの多心ケーブル化し、できるだけ長い範囲を多心ケーブルでカバー
することができるものであり、これによって、配線作業における配線ハーネスの切断、コ
ネクタ取付け、配線ハーネス（個々の被覆線）の長さ調整、ハーネスの取り纏めなどの準
備作業を簡略にすることができ、また、車両の配線ハーネスの大部分を多心ケーブルでカ
バーできるので、配線ハーネスの引き回し、整理整頓が極めて容易であり、これらの車両
への敷設作業を簡略にすることができる。
したがって、配線材料、配線作業のコストを大幅に低減することができる。
また、断線補修、配線増設などに備えて予備の心線を多心ケーブルに予め組み込んで置く
ことができる（従来の配線方式では断線に備えて予備線を配線しておくことは、配線が錯
綜している等のために大幅なコストアップになる）ので、断線などのためのメンテナンス
が容易であり、また、配線増設作業を簡単、容易にすることができる。
【００１３】
また、多心ケーブルが接続される中継器を分岐盤としても利用できるので、分岐盤として
利用される中継器までの多心ケーブルの心線数を大幅に少なくすることができ、それだけ
多心ケーブルを細径化することができる。
したがって、多心ケーブルの材料コストを低減できるとともに、多心ケーブル敷設作業に
おけるその取扱い、配線作業が簡単、容易になり、配線作業のコストを大幅に低減するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】は鉄道車両の配線の従来例の概念図である。
【図２】は実施例の概念図である。
【図３】は図２における中継器の内部を概略的に示す平面図である。
【図４】は図２における中継器の正面図である。
【図５】は図２の主多心ケーブルの平面図である。
【図６】は分岐型多心ケーブルの一例の概略的な平面図である。
【図７】（ａ）は中継器による分岐例の平面図であり、（ｂ）は他の分岐例の平面図であ
り、（ｃ）はさらに他の分岐例の平面図である。
【符号の説明】
２１，２２，２３：主中継器
２２ａ：中継箱本体
２２ｂ：中継箱蓋体
２２ｃ：Ｃ形パッキン
２４：主多心ケーブル
２４ａ：非防水コネクタ
２４ｂ：防水コネクタ
２５：多心分岐ケーブル
２５ａ：幹多心ケーブル
２５ｂ：枝分岐多心ケーブル
２５ｃ、２５ｄ：多心コネクタ
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２６，２７：サブ多心ケーブル
２６ａ：コネクタ
３０ａ～３０ｄ：機器
３１ａ、３１ｂ：サブ中継器
５１：多心ケーブル
５２，５３，５４：分岐された多心ケーブル
５５，５６，５７：サブ中継器
６４ａ、６４ｂ：コネクタ
６５ａ、６５ｂ：配線ハーネス
６５ｃ：コネクタ 10
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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